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現代のマクロ経済モデルの可能性

DSGEモデル（Dynamic Stochastic General Equilibrium Model：動学的確率的一般均
衡モデル）と呼ばれる現代のマクロ経済モデルが，政策分析で活用されはじめている。
以前から，海外の中央銀行や国際機関では政策分析にDSGEモデルが一般的に活用され

ていると聞いていたが，本年 7月に公表されたFOMC（米国連邦公開市場委員会）の議事録
にDSGEモデルについて記述されたことを知り，改めてその重要性を認識した。その
FOMC議事録には，FOMCメンバーに対してDSGEモデルの特徴を説明したうえで，その
モデルから導出された経済金融の見通しなどを説明したことが記されていた。議事録に
DSGEモデルについて記述されたのは史上初のことであり，FOMCメンバーがDSGEモデ
ルを高く評価してその更なる活用を奨励したという記述から，このモデルが持つ優れた可
能性が無視できないものであることが理解できよう。

1990年代以降著しい発展を遂げてきたDSGEモデルは，企業や家計などのミクロ経済主
体の行動を取り入れ，予見される様々なショック（政策によるショックや技術進歩によるシ
ョックなど）によるマクロ経済への影響を分析するものである。換言すれば，情報の経済
学や契約理論などのミクロ経済学がもたらした理論体系との整合性をとったフォワード・
ルッキングなマクロ経済モデルと言える。
ケインズモデルに代表される伝統的なマクロ経済モデルでは，各ミクロ経済主体の最適

化行動は考慮されていない問題点があるが，DSGEモデルでは各ミクロ経済主体の最適化
行動に基づいて分析される。例えば，家計は生涯効用を最大化するような行動をとり，将
来に予想される所得水準によって行動が変わるとしている。
さらに，2007年に発生した金融危機を受けて，金融機関のモラルハザードやシステミッ

クリスクなどの発生メカニズムも，DSGEモデルに導入するような取組みが試みられてい
ると聞く。今後，ますますDSGEモデルの有用性が高まることが期待される。
一方で，DSGEモデルに対しては，「数式を並べただけの理論モデルで，複雑な現実を
説明できるはずがない。」あるいは「理論モデルから導き出された政策が役に立つほど実
際の世の中は単純ではない。」というような懐疑的な声も少なくない。
しかし，政策的なインプリケーションを示すことが経済学に期待されているとすれば，

何らかの理論モデルが必要になろう。なぜなら，経済政策を検討する際，どのような効果
や影響が発生するのかがまだわかっていない政策案を，現実の経済を実験台にして試して
確かめてみるようなことは到底許されないからである。
けれども，経済理論やその知見によって作られた理論モデルは本質的に多義的であり，

そこから断定的で確定的な回答が得られるものではなく，完璧な理論モデルなどは当然な
がら存在しない。
大切なのは，理論モデルの限界や問題点を認識しながら利用していくとともに，現実の

経済事象による実証的な裏付けを常に意識して理論モデルを改善・改良していく姿勢なの
ではなかろうか。
DSGEモデルが経済政策を議論する際の標準的な枠組みになりつつあるという事実を踏

まえて，DSGEモデルが有する可能性を理解しつつ，その一層の発展に可能な限り寄与し
ていくことが，政策当局のみならず政策分析に携わるすべての者に求められる。
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